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民
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
要
綱

第
一

民
法
の
一
部
改
正

一

離
婚
後
の
子
の
監
護
に
関
す
る
事
項
の
定
め
等

１

父
母
が
協
議
上
の
離
婚
を
す
る
と
き
は
、
子
の
監
護
を
す
べ
き
者
、
父
又
は
母
と
子
と
の
面
会
及
び
そ
の
他
の
交
流
、

子
の
監
護
に
要
す
る
費
用
の
分
担
そ
の
他
の
子
の
監
護
に
つ
い
て
必
要
な
事
項
は
、
そ
の
協
議
で
定
め
る
も
の
と
す
る

こ
と
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
は
、
子
の
利
益
を
最
も
優
先
し
て
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
す
る
こ
と
。
（
第
七

百
六
十
六
条
第
一
項
関
係
）

２

１
の
協
議
が
調
わ
な
い
と
き
、
又
は
協
議
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
き
は
、
家
庭
裁
判
所
が
、
１
の
事
項
を
定
め

る
も
の
と
す
る
こ
と
。
（
第
七
百
六
十
六
条
第
二
項
関
係
）

３

家
庭
裁
判
所
は
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
１
又
は
２
に
よ
る
定
め
を
変
更
し
、
そ
の
他
子
の
監
護
に
つ
い

て
相
当
な
処
分
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
こ
と
。
（
第
七
百
六
十
六
条
第
三
項
関
係
）

４

１
か
ら
３
ま
で
に
よ
っ
て
は
、
監
護
の
範
囲
外
で
は
、
父
母
の
権
利
義
務
に
変
更
を
生
じ
な
い
も
の
と
す
る
こ
と
。

（
第
七
百
六
十
六
条
第
四
項
関
係
）

二

十
五
歳
未
満
の
者
を
養
子
と
す
る
縁
組

十
五
歳
未
満
の
者
を
養
子
と
す
る
縁
組
に
つ
い
て
、
そ
の
法
定
代
理
人
が
養
子
と
な
る
者
に
代
わ
っ
て
縁
組
の
承
諾
を

す
る
に
は
、
養
子
と
な
る
者
の
父
母
で
親
権
を
停
止
さ
れ
て
い
る
も
の
が
あ
る
と
き
は
、
そ
の
同
意
を
得
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
も
の
と
す
る
こ
と
。
（
第
七
百
九
十
七
条
第
二
項
関
係
）

三

親
権
の
効
力
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１

監
護
及
び
教
育
の
権
利
義
務

親
権
を
行
う
者
は
、
子
の
利
益
の
た
め
に
子
の
監
護
及
び
教
育
を
す
る
権
利
を
有
し
、
義
務
を
負
う
も
の
と
す
る
こ

と
。
（
第
八
百
二
十
条
関
係
）

２

懲
戒親

権
を
行
う
者
は
、
１
に
よ
る
監
護
及
び
教
育
に
必
要
な
範
囲
内
で
そ
の
子
を
懲
戒
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と

（一）
す
る
こ
と
。
（
第
八
百
二
十
二
条
第
一
項
関
係
）

第
八
百
二
十
二
条
第
二
項
の
規
定
は
、
削
除
す
る
も
の
と
す
る
こ
と
。
（
第
八
百
二
十
二
条
第
二
項
関
係
）

（二）

四

親
権
の
喪
失

１

親
権
喪
失
の
審
判

父
又
は
母
に
よ
る
虐
待
又
は
悪
意
の
遺
棄
が
あ
る
と
き
そ
の
他
父
又
は
母
に
よ
る
親
権
の
行
使
が
著
し
く
困
難
又
は

不
適
当
で
あ
る
こ
と
に
よ
り
子
の
利
益
を
著
し
く
害
す
る
と
き
は
、
家
庭
裁
判
所
は
、
子
、
そ
の
親
族
、
未
成
年
後
見

人
、
未
成
年
後
見
監
督
人
又
は
検
察
官
の
請
求
に
よ
り
、
そ
の
父
又
は
母
に
つ
い
て
、
親
権
喪
失
の
審
判
を
す
る
こ
と

が
で
き
る
も
の
と
す
る
こ
と
。
た
だ
し
、
二
年
以
内
に
そ
の
原
因
が
消
滅
す
る
見
込
み
が
あ
る
と
き
は
、
こ
の
限
り
で

な
い
も
の
と
す
る
こ
と
。
（
第
八
百
三
十
四
条
関
係
）

２

親
権
停
止
の
審
判

父
又
は
母
に
よ
る
親
権
の
行
使
が
困
難
又
は
不
適
当
で
あ
る
こ
と
に
よ
り
子
の
利
益
を
害
す
る
と
き
は
、
家
庭
裁

（一）
判
所
は
、
子
、
そ
の
親
族
、
未
成
年
後
見
人
、
未
成
年
後
見
監
督
人
又
は
検
察
官
の
請
求
に
よ
り
、
そ
の
父
又
は
母

に
つ
い
て
、
親
権
停
止
の
審
判
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
こ
と
。
（
第
八
百
三
十
四
条
の
二
第
一
項
関
係
）



- 3 -

家
庭
裁
判
所
は
、
親
権
停
止
の
審
判
を
す
る
と
き
は
、
そ
の
原
因
が
消
滅
す
る
ま
で
に
要
す
る
と
見
込
ま
れ
る
期

（二）
間
、
子
の
心
身
の
状
態
及
び
生
活
の
状
況
そ
の
他
一
切
の
事
情
を
考
慮
し
て
、
二
年
を
超
え
な
い
範
囲
内
で
、
親
権

を
停
止
す
る
期
間
を
定
め
る
も
の
と
す
る
こ
と
。
（
第
八
百
三
十
四
条
の
二
第
二
項
関
係
）

３

管
理
権
喪
失
の
審
判

父
又
は
母
に
よ
る
管
理
権
の
行
使
が
困
難
又
は
不
適
当
で
あ
る
こ
と
に
よ
り
子
の
利
益
を
害
す
る
と
き
は
、
家
庭
裁

判
所
は
、
子
、
そ
の
親
族
、
未
成
年
後
見
人
、
未
成
年
後
見
監
督
人
又
は
検
察
官
の
請
求
に
よ
り
、
そ
の
父
又
は
母
に

つ
い
て
、
管
理
権
喪
失
の
審
判
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
こ
と
。
（
第
八
百
三
十
五
条
関
係
）

４

親
権
喪
失
、
親
権
停
止
又
は
管
理
権
喪
失
の
審
判
の
取
消
し

１
の
本
文
、
２

又
は
３
に
定
め
る
原
因
が
消
滅
し
た
と
き
は
、
家
庭
裁
判
所
は
、
本
人
又
は
そ
の
親
族
の
請
求
に

（一）

よ
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
親
権
喪
失
、
親
権
停
止
又
は
管
理
権
喪
失
の
審
判
を
取
り
消
す
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
こ
と
。

（
第
八
百
三
十
六
条
関
係
）

五

未
成
年
後
見

１

未
成
年
後
見
人
の
選
任

未
成
年
後
見
人
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
も
、
家
庭
裁
判
所
は
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
未
成
年
被
後
見

（一）
人
若
し
く
は
そ
の
親
族
そ
の
他
の
利
害
関
係
人
若
し
く
は
未
成
年
後
見
人
の
請
求
に
よ
り
又
は
職
権
で
、
更
に
未
成

年
後
見
人
を
選
任
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
こ
と
。
（
第
八
百
四
十
条
第
二
項
関
係
）

未
成
年
後
見
人
を
選
任
す
る
に
は
、
未
成
年
被
後
見
人
の
年
齢
、
心
身
の
状
態
並
び
に
生
活
及
び
財
産
の
状
況
、

（二）
未
成
年
後
見
人
と
な
る
者
の
職
業
及
び
経
歴
並
び
に
未
成
年
被
後
見
人
と
の
利
害
関
係
の
有
無
（
未
成
年
後
見
人
と
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な
る
者
が
法
人
で
あ
る
と
き
は
、
そ
の
事
業
の
種
類
及
び
内
容
並
び
に
そ
の
法
人
及
び
そ
の
代
表
者
と
未
成
年
被
後

見
人
と
の
利
害
関
係
の
有
無
）
、
未
成
年
被
後
見
人
の
意
見
そ
の
他
一
切
の
事
情
を
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の

と
す
る
こ
と
。
（
第
八
百
四
十
条
第
三
項
関
係
）

２

未
成
年
後
見
人
の
数

第
八
百
四
十
二
条
の
規
定
は
、
削
除
す
る
も
の
と
す
る
こ
と
。
（
第
八
百
四
十
二
条
関
係
）

３

未
成
年
後
見
人
が
数
人
あ
る
場
合
の
権
限
の
行
使
等

未
成
年
後
見
人
が
数
人
あ
る
と
き
は
、
共
同
し
て
そ
の
権
限
を
行
使
す
る
も
の
と
す
る
こ
と
。
（
第
八
百
五
十
七
条

（一）
の
二
第
一
項
関
係
）

未
成
年
後
見
人
が
数
人
あ
る
と
き
は
、
家
庭
裁
判
所
は
、
職
権
で
、
そ
の
一
部
の
者
に
つ
い
て
、
財
産
に
関
す
る

（二）
権
限
の
み
を
行
使
す
べ
き
こ
と
を
定
め
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
こ
と
。
（
第
八
百
五
十
七
条
の
二
第
二
項
関

係
）未

成
年
後
見
人
が
数
人
あ
る
と
き
は
、
家
庭
裁
判
所
は
、
職
権
で
、
財
産
に
関
す
る
権
限
に
つ
い
て
、
各
未
成
年

（三）
後
見
人
が
単
独
で
又
は
数
人
の
未
成
年
後
見
人
が
事
務
を
分
掌
し
て
、
そ
の
権
限
を
行
使
す
べ
き
こ
と
を
定
め
る
こ

と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
こ
と
。
（
第
八
百
五
十
七
条
の
二
第
三
項
関
係
）

家
庭
裁
判
所
は
、
職
権
で
、

又
は

に
よ
る
定
め
を
取
り
消
す
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
こ
と
。
（
第
八
百
五

（四）

（二）

（三）

十
七
条
の
二
第
四
項
関
係
）

未
成
年
後
見
人
が
数
人
あ
る
と
き
は
、
第
三
者
の
意
思
表
示
は
、
そ
の
一
人
に
対
し
て
す
れ
ば
足
り
る
も
の
と
す

（五）
る
こ
と
。
（
第
八
百
五
十
七
条
の
二
第
五
項
関
係
）
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４

未
成
年
後
見
監
督
人

未
成
年
後
見
監
督
人
の
選
任

（一）

家
庭
裁
判
所
は
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
未
成
年
被
後
見
人
、
そ
の
親
族
若
し
く
は
未
成
年
後
見
人
の

請
求
に
よ
り
又
は
職
権
で
、
未
成
年
後
見
監
督
人
を
選
任
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
こ
と
。
（
第
八
百
四
十
九

条
関
係
）

未
成
年
後
見
人
に
関
す
る
規
定
の
準
用

（二）

１

及
び
３
は
、
未
成
年
後
見
監
督
人
に
つ
い
て
準
用
す
る
も
の
と
す
る
こ
と
。
（
第
八
百
五
十
二
条
関
係
）

（二）

六

そ
の
他

三
か
ら
五
ま
で
の
改
正
に
伴
い
、
関
係
規
定
に
所
要
の
整
備
を
加
え
る
も
の
と
す
る
こ
と
。
（
第
八
百
四
十
一
条
、
第
八

百
四
十
九
条
の
二
及
び
第
八
百
五
十
七
条
関
係
）

第
二

家
事
審
判
法
の
一
部
改
正

一

親
権
喪
失
の
審
判
等

第
一
、
四
１
か
ら
４
ま
で
に
よ
る
親
権
喪
失
、
親
権
停
止
又
は
管
理
権
喪
失
の
審
判
及
び
そ
の
取
消
し
は
、
家
事
審
判

法
第
九
条
第
一
項
甲
類
の
審
判
事
項
と
す
る
も
の
と
す
る
こ
と
。
（
第
九
条
第
一
項
甲
類
第
十
二
号
関
係
）

二

未
成
年
後
見
人
等
の
選
任

第
一
、
五
１

に
よ
る
未
成
年
後
見
人
の
選
任
及
び
４

に
よ
る
未
成
年
後
見
監
督
人
の
選
任
は
、
家
事
審
判
法
第
九

（一）

（一）

条
第
一
項
甲
類
の
審
判
事
項
と
す
る
も
の
と
す
る
こ
と
。
（
第
九
条
第
一
項
甲
類
第
十
四
号
関
係
）

三

未
成
年
後
見
人
の
権
限
の
行
使
に
つ
い
て
の
定
め
等
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第
一
、
五
３

か
ら

ま
で
（
４

に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
に
よ
る
数
人
の
未
成
年
後
見
人
又
は
未
成
年

（二）

（四）

（二）

後
見
監
督
人
の
権
限
の
行
使
に
つ
い
て
の
定
め
及
び
そ
の
取
消
し
は
、
家
事
審
判
法
第
九
条
第
一
項
甲
類
の
審
判
事
項
と

す
る
も
の
と
す
る
こ
と
。
（
第
九
条
第
一
項
甲
類
第
十
八
号
関
係
）

第
三

児
童
福
祉
法
の
一
部
改
正

一

一
時
保
護

１

都
道
府
県
児
童
福
祉
審
議
会
の
意
見
の
聴
取

引
き
続
き
一
時
保
護
を
行
う
こ
と
が
児
童
の
親
権
を
行
う
者
又
は
未
成
年
後
見
人
の
意
に
反
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、

児
童
相
談
所
長
又
は
都
道
府
県
知
事
が
引
き
続
き
一
時
保
護
を
行
お
う
と
す
る
と
き
、
及
び
引
き
続
き
一
時
保
護
を
行

っ
た
後
二
月
を
経
過
す
る
ご
と
に
、
都
道
府
県
知
事
は
、
都
道
府
県
児
童
福
祉
審
議
会
の
意
見
を
聴
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
も
の
と
す
る
こ
と
。
た
だ
し
、
当
該
児
童
に
係
る
施
設
入
所
等
の
措
置
の
承
認
の
申
立
て
又
は
当
該
児
童
の
親
権

者
に
係
る
二
に
よ
る
親
権
喪
失
若
し
く
は
親
権
停
止
の
審
判
の
請
求
が
さ
れ
て
い
る
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
も
の

と
す
る
こ
と
。
（
第
三
十
三
条
第
五
項
関
係
）

２

児
童
相
談
所
長
の
権
限
等

児
童
相
談
所
長
は
、
一
時
保
護
を
加
え
た
児
童
で
親
権
を
行
う
者
又
は
未
成
年
後
見
人
の
な
い
も
の
に
対
し
、
親

（一）
権
を
行
う
者
又
は
未
成
年
後
見
人
が
あ
る
に
至
る
ま
で
の
間
、
親
権
を
行
う
も
の
と
す
る
こ
と
。
た
だ
し
、
当
該
児

童
が
十
五
歳
未
満
で
あ
る
と
き
に
お
い
て
、
当
該
児
童
を
養
子
と
す
る
縁
組
に
つ
い
て
、
当
該
児
童
に
代
わ
っ
て
縁

組
の
承
諾
を
す
る
に
は
、
厚
生
労
働
省
令
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
都
道
府
県
知
事
の
許
可
を
得
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
も
の
と
す
る
こ
と
。
（
第
三
十
三
条
の
二
第
一
項
関
係
）
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児
童
相
談
所
長
は
、
一
時
保
護
を
加
え
た
児
童
で
親
権
を
行
う
者
又
は
未
成
年
後
見
人
の
あ
る
も
の
に
つ
い
て
も
、

（二）
監
護
、
教
育
及
び
懲
戒
に
関
し
、
そ
の
児
童
の
福
祉
の
た
め
必
要
な
措
置
を
と
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
し
、
当
該

児
童
の
親
権
を
行
う
者
又
は
未
成
年
後
見
人
は
、
当
該
措
置
を
不
当
に
妨
げ
て
は
な
ら
な
い
も
の
と
す
る
こ
と
。
（

第
三
十
三
条
の
二
第
二
項
及
び
第
三
項
関
係
）

に
よ
る
措
置
は
、
児
童
の
生
命
又
は
身
体
の
安
全
を
確
保
す
る
た
め
緊
急
の
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、

（三）

（二）
そ
の
親
権
を
行
う
者
又
は
未
成
年
後
見
人
の
意
に
反
し
て
も
、
こ
れ
を
と
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
こ
と
。
（
第

三
十
三
条
の
二
第
四
項
関
係
）

二

児
童
相
談
所
長
に
よ
る
親
権
喪
失
の
審
判
等
の
請
求

児
童
又
は
児
童
以
外
の
満
二
十
歳
に
満
た
な
い
者
（
以
下
「
児
童
等
」
と
い
う
。
）
の
親
権
者
に
係
る
第
一
、
四
１
か
ら

４
ま
で
に
よ
る
親
権
喪
失
、
親
権
停
止
若
し
く
は
管
理
権
喪
失
の
審
判
の
請
求
又
は
こ
れ
ら
の
審
判
の
取
消
し
の
請
求
は
、

第
一
、
四
１
か
ら
４
ま
で
に
定
め
る
者
の
ほ
か
、
児
童
相
談
所
長
も
、
こ
れ
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
こ
と
。

（
第
三
十
三
条
の
七
関
係
）

三

児
童
相
談
所
長
に
よ
る
未
成
年
後
見
人
の
選
任
の
請
求

児
童
相
談
所
長
は
、
親
権
を
行
う
者
の
な
い
児
童
等
に
つ
い
て
、
そ
の
福
祉
の
た
め
必
要
が
あ
る
と
き
は
、
第
一
、
五

１

の
請
求
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
す
る
こ
と
。
（
第
三
十
三
条
の
八
第
一
項
関
係
）

（一）

四

養
育
里
親
の
欠
格
条
項

養
育
里
親
の
欠
格
条
項
か
ら
、
本
人
の
同
居
人
が
成
年
被
後
見
人
又
は
被
保
佐
人
で
あ
る
こ
と
を
除
く
も
の
と
す
る
こ

と
。
（
第
三
十
四
条
の
十
九
第
一
項
関
係
）
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五

児
童
福
祉
施
設
の
長
等
の
権
限
等

１

児
童
福
祉
施
設
の
長
は
、
入
所
中
の
児
童
等
で
親
権
を
行
う
者
又
は
未
成
年
後
見
人
の
な
い
も
の
に
対
し
、
親
権
を

行
う
者
又
は
未
成
年
後
見
人
が
あ
る
に
至
る
ま
で
の
間
、
親
権
を
行
う
も
の
と
す
る
こ
と
。
た
だ
し
、
当
該
児
童
が
十

五
歳
未
満
で
あ
る
と
き
に
お
い
て
、
当
該
児
童
を
養
子
と
す
る
縁
組
に
つ
い
て
、
当
該
児
童
に
代
わ
っ
て
縁
組
の
承
諾

を
す
る
に
は
、
厚
生
労
働
省
令
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
都
道
府
県
知
事
の
許
可
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と

す
る
こ
と
。
（
第
四
十
七
条
第
一
項
関
係
）

２

児
童
相
談
所
長
は
、
小
規
模
住
居
型
児
童
養
育
事
業
を
行
う
者
又
は
里
親
に
委
託
中
の
児
童
等
で
親
権
を
行
う
者
又

は
未
成
年
後
見
人
の
な
い
も
の
に
対
し
、
親
権
を
行
う
者
又
は
未
成
年
後
見
人
が
あ
る
に
至
る
ま
で
の
間
、
親
権
を
行

う
も
の
と
す
る
こ
と
。
た
だ
し
、
当
該
児
童
が
十
五
歳
未
満
で
あ
る
と
き
に
お
い
て
、
当
該
児
童
を
養
子
と
す
る
縁
組

に
つ
い
て
、
当
該
児
童
に
代
わ
っ
て
縁
組
の
承
諾
を
す
る
に
は
、
厚
生
労
働
省
令
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
都
道
府

県
知
事
の
許
可
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
す
る
こ
と
。
（
第
四
十
七
条
第
二
項
関
係
）

３

児
童
福
祉
施
設
の
長
、
小
規
模
住
居
型
児
童
養
育
事
業
に
お
い
て
そ
の
住
居
に
お
い
て
養
育
を
行
う
者
又
は
里
親

（
４
に
お
い
て
「
児
童
福
祉
施
設
の
長
等
」
と
い
う
。
）
は
、
入
所
中
又
は
受
託
中
の
児
童
等
で
親
権
を
行
う
者
又
は
未

成
年
後
見
人
の
あ
る
も
の
に
つ
い
て
も
、
監
護
、
教
育
及
び
懲
戒
に
関
し
、
そ
の
児
童
等
の
福
祉
の
た
め
必
要
な
措
置

を
と
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
し
、
当
該
児
童
等
の
親
権
を
行
う
者
又
は
未
成
年
後
見
人
は
、
当
該
措
置
を
不
当
に
妨

げ
て
は
な
ら
な
い
も
の
と
す
る
こ
と
。
（
第
四
十
七
条
第
三
項
及
び
第
四
項
関
係
）

４

３
に
よ
る
措
置
は
、
児
童
等
の
生
命
又
は
身
体
の
安
全
を
確
保
す
る
た
め
緊
急
の
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、

そ
の
親
権
を
行
う
者
又
は
未
成
年
後
見
人
の
意
に
反
し
て
も
、
こ
れ
を
と
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
こ
と
。
こ
の
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場
合
に
お
い
て
、
児
童
福
祉
施
設
の
長
等
は
、
速
や
か
に
、
そ
の
と
っ
た
措
置
に
つ
い
て
、
都
道
府
県
又
は
市
町
村
の

長
に
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
す
る
こ
と
。
（
第
四
十
七
条
第
五
項
関
係
）

六

そ
の
他

そ
の
他
所
要
の
規
定
の
整
備
を
行
う
こ
と
。

第
四

戸
籍
法
の
一
部
改
正

一

親
権
喪
失
の
審
判
等
の
取
消
し
等
の
届
出

第
六
十
三
条
第
一
項
の
規
定
は
、
民
法
第
八
百
十
九
条
第
三
項
た
だ
し
書
若
し
く
は
第
四
項
の
協
議
に
代
わ
る
審
判
が

確
定
し
、
又
は
親
権
者
変
更
の
裁
判
が
確
定
し
た
場
合
に
お
い
て
親
権
者
に
、
親
権
喪
失
、
親
権
停
止
又
は
管
理
権
喪
失

の
審
判
の
取
消
し
の
裁
判
が
確
定
し
た
場
合
に
お
い
て
そ
の
裁
判
を
請
求
し
た
者
に
つ
い
て
準
用
す
る
も
の
と
す
る
こ
と
。

（
第
七
十
九
条
関
係
）

二

未
成
年
者
の
後
見
の
開
始
の
届
出
等

１

未
成
年
者
の
後
見
の
開
始
の
届
出

民
法
第
八
百
三
十
八
条
第
一
号
に
規
定
す
る
場
合
に
開
始
す
る
後
見
の
開
始
の
届
出
は
、
同
法
第
八
百
三
十
九
条

（一）
の
規
定
に
よ
る
指
定
を
さ
れ
た
未
成
年
後
見
人
が
、
そ
の
就
職
の
日
か
ら
十
日
以
内
に
、
こ
れ
を
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
も
の
と
す
る
こ
と
。
（
第
八
十
一
条
第
一
項
関
係
）

の
届
出
に
係
る
届
書
に
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
、
未
成
年
後
見
人
の
指
定
に
関
す
る
遺
言
の
謄
本
を

（二）

（一）
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
す
る
こ
と
。
（
第
八
十
一
条
第
二
項
関
係
）

後
見
開
始
の
原
因
及
び
年
月
日

(1)
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未
成
年
後
見
人
が
就
職
し
た
年
月
日

(2)

２

未
成
年
後
見
人
が
地
位
を
失
っ
た
旨
の
届
出

未
成
年
後
見
人
が
死
亡
し
、
又
は
民
法
第
八
百
四
十
七
条
第
二
号
か
ら
第
五
号
ま
で
に
掲
げ
る
者
に
該
当
す
る
こ

（一）
と
と
な
っ
た
こ
と
に
よ
り
そ
の
地
位
を
失
っ
た
こ
と
に
よ
っ
て
未
成
年
後
見
人
が
欠
け
た
と
き
は
、
後
任
者
は
、
就

職
の
日
か
ら
十
日
以
内
に
、
未
成
年
後
見
人
が
地
位
を
失
っ
た
旨
の
届
出
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
す
る
こ

と
。
（
第
八
十
二
条
第
一
項
関
係
）

数
人
の
未
成
年
後
見
人
の
一
部
の
者
が
死
亡
し
、
又
は
民
法
第
八
百
四
十
七
条
第
二
号
か
ら
第
五
号
ま
で
に
掲
げ

（二）
る
者
に
該
当
す
る
こ
と
と
な
っ
た
こ
と
に
よ
り
そ
の
地
位
を
失
っ
た
と
き
は
、
他
の
未
成
年
後
見
人
は
、
そ
の
事
実

を
知
っ
た
日
か
ら
十
日
以
内
に
、
未
成
年
後
見
人
が
地
位
を
失
っ
た
旨
の
届
出
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
す

る
こ
と
。
（
第
八
十
二
条
第
二
項
関
係
）

未
成
年
者
、
そ
の
親
族
又
は
未
成
年
後
見
監
督
人
は
、

及
び

の
届
出
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
こ

（三）

（一）

（二）

と
。
（
第
八
十
二
条
第
三
項
関
係
）

及
び

の
届
出
に
係
る
届
書
に
は
、
未
成
年
後
見
人
が
そ
の
地
位
を
失
っ
た
原
因
及
び
年
月
日
を
記
載
し
な
け

（四）

（一）

（二）

れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
す
る
こ
と
。
（
第
八
十
二
条
第
四
項
関
係
）

３

第
八
十
三
条
の
規
定
は
、
削
除
す
る
も
の
と
す
る
こ
と
。
（
第
八
十
三
条
関
係
）

第
五

施
行
期
日
等

１

こ
の
法
律
の
施
行
期
日
に
つ
い
て
定
め
る
こ
と
。
（
附
則
第
一
条
関
係
）

２

こ
の
法
律
の
施
行
に
伴
う
所
要
の
経
過
措
置
の
規
定
及
び
調
整
規
定
を
整
備
す
る
こ
と
。
（
附
則
第
二
条
か
ら
第
六
条
ま
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で
関
係
）

３

こ
の
法
律
の
施
行
に
伴
う
関
係
法
律
の
規
定
を
整
備
す
る
こ
と
。
（
附
則
第
七
条
か
ら
第
五
十
七
条
ま
で
関
係
）


